
大塚メロン貴光（２８歳）
生年月日：１９８０年４月２日
出身地：千葉県茂原市出身
階級：フライ級
戦歴：８戦：３勝（２ＫＯ）３敗２分

２００５年０４月、三谷大和ジムへ入門
２００６年０５月、プロデビュー戦・ＫＯ勝利

好きな言葉：Ｄｒｅａｍｓ ｃｏｍｅ ｔｒｕｅ

尊敬する人：三谷大和会長
好きな女性のタイプ：明るく楽しい人
自分の目標：全日本新人王になること！

今日の福本は試合前から気持が
乗っていなくモチベーションが

低かった。前半の１ラウンド、２ラウンド、後半の７ラウ
ンド、８ラウンドは良かったが中盤は打たれすぎた。いい
ものを持っているのだからこれからも頑張れ！
メロンはジムの練習では良いのだが試合になるとスピー

ドが出ない。練習のスピードが出せるようになることだ。
引分けと勝ちとでは雲泥の差があるので次の試合は普段の
練習どおりの力が出せるように頑張れ！
先週、東日本新人王を獲ったが、ジムとしては驕らずに

気を引き締めて次に向かっていきたい。

大塚メロン貴光大塚メロン貴光 引分け引分け(11/10)(11/10)
メロンの対戦相手はネクサスジムの佐藤共
也選手。メロンはガードを固め、左ボディ
右フックで積極的に前に出ようとするが中
々思うよういかない。しかし回を重ねるご
とにメロンのペースとなる。判定結果は３
人のジャッジのうち１人がメロン、２人が
同点で引分け(39:38,38:38,38:38)だっ
たが、私はメロンが勝ったと思った。
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１１月１０日 後楽園ホール バンタム級・８Ｒ

福本雄基・逆転判定負け

三谷会長のコメント

シリーズ：選手紹介⑨

１２月０８日 大塚メロン貴光 第９戦
１２月２１日 鬼ヶ島竜、斉藤司、 全日本新人王決定戦

ごんごちゃんは見た！！

三谷大和スポーツジムニュース Ｎｏー１１

１１月１０日、後楽園ホールで福本雄基のＡ級昇格後初の８
ラウンド戦が『三迫ボクシングジム一門会』の第６試合で戦わ
れた。対戦相手は角海老宝石ジムのサウスポーのファイター殿
村雅史選手（９勝(4KO)５敗）。
１ラウンドはイーブン。２ラウンドは福本のフットワークが
冴え右フックから鮮やかなダウンを奪う。３ラウンドに入ると
福本はダウンを奪ったことで本来のアウトボクシングから打ち
合いに出たが福本は打ち込まれポイントは殿村選手が取った。
４ラウンドに右フックを受け逆に福本ダウン。どうにか４ラウ
ンドは凌いだが相手の攻撃は休むことなく続く。５、６ラウン
ドも殿村選手のポイントだ。しかし７ラウンドになり本来の福
本のフットワークが復活した。ヒットアンドウェイで的確にパ
ンチを当てる。最終８ラウンドは互角の打ち合いだった。
判定の結果、２：０（75:75､77:75､76:74）で福本のＡ級初戦
は苦い判定負けの結果となった。負けた理由はいろいろあるだ
ろうが福本本来の試合運びが出来なかったことが一番の要因だ。
今後、８ラウンドをフルに動き回るフットワークを保証するス
タミナを付けなければならないだろう。

編集後記

プロボクサーの生活は厳しいものです。毎日の
練習の関係上、サラリーマン生活とは縁のない
ものです。アルバイトをしながら明日のチャン

プを目指して日々の自己節制と健康管理に十分注意し、月
曜日から土曜日までの厳しい練習に耐え、運動能力と運に
恵まれたほんの一握りのものだけが栄光を握ることができ
ます。そのプロセスのなかで礼節を学び人間として成長し
ていくのです。ジム生のみんな、自分を信じ戦おう。

マスコットの
ごんごちゃんです！

ＮＯ－１１

第７回・三谷大和スポーツジム
スパーリング大会

１１月２４日（祝）、第７回三谷
大和スポーツジムスパーリング
大会へ２８ジムの選手が参加
し、一般の部：３６試合、中学生
の部：９試合、女子の部：３試合、
オヤジの部：４試合、オヤジタイ
トルマッチ、ちびっこの部：１８試
合、の合計７１試合が戦われた。

試合内容は、日頃の練習成果
を出すのはこの時ばかりと素晴ら

しい動きを見せる小中学生選手も多く、練習量の豊富さと年々レベ
ルが上昇していることがうかがわれた。

ボクシングは当然相手との戦いですが同時に自分との戦いです。
また本人を取り囲むジムの会長やジムの仲間、家族の支援があっ
て成り立っていくスポーツです。ボクシングというスポーツを通して
フェアプレー精神と真剣勝負の世界を体験することにより、お互い
を讃えあう心が育つことができれば最高、と思います。

三谷会長とＭＶＰを受賞した選手

先日のスパーリング大会で約３５試合のジャッジを
体験しました。選手のパンチはアマチュアとはいえ

スピードのあるもので一瞬で決まる瞬間を見逃さないように結構
緊張します。ＴＫＯはレフェリー判断ですが判定はジャッジの責任
となるので真剣に戦う選手同様にジャッジも真剣です。


